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もも

くく

じじ

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
4
カ

月
以
上
が
過
ぎ
た
が
、
ガ
レ
キ
の
撤
去
も
原

発
事
故
の
収
束
も
目
途
が
立
た
な
い
。
な
か

で
も
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
農
業
者
の
苦
悩

は
深
い
。
そ
れ
は
、
静
岡
県
の
お
茶
か
ら
の

セ
シ
ウ
ム
の
検
出
や
北
関
東
・
東
関
東
の
農

産
物
の
買
い
控
え
に
顕
著
な
よ
う
に
、
広
範

囲
に
わ
た
る
。
そ
し
て
、
環
境
や
安
全
性
に

配
慮
し
て
き
た
有
機
農
業
者
ほ
ど
深
刻
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
。

放
射
能
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
の
は
作

物
や
土
だ
け
で
は
な
い
。
里
山
の
落
ち
葉
も

土
中
の
ミ
ミ
ズ
や
微
生
物
も
被
曝
し
た
。
自

家
製
堆
肥
の
原
料
が
汚
染
さ
れ
、
長
年
か
け

て
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
循
環
型
農
業
が
ズ

タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
内
の
施
設
栽
培
野
菜
よ
り
露
地
栽
培
野

菜
の
放
射
能
数
値
が
高
い
の
は
周
知
の
と
お

り
だ
。
稲
わ
ら
か
ら
の
セ
シ
ウ
ム
検
出
は
、

自
給
飼
料
を
重
視
し
て
き
た
放
牧
畜
産
に
壊

滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。

ま
た
、
福
島
や
東
京
か
ら
移
住
す
る
消

費
者
も
少
な
く
な
い
。
健
康
や
食
べ
も
の
の

安
全
性
を
重
視
す
る
彼
ら
・
彼
女
ら
は
多
く

の
場
合
、
有
機
農
産
物
を
購
入
し
て
い
た
。

有
機
農
業
者
は
貴
重
な
消
費
者
も
失
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
ぼ
く
が
茨
城
県
で
聞
い
た
範
囲

で
は
、
消
費
者
に
宅
配
便
な
ど
で
野
菜
や
米

を
届
け
て
い
る
有
機
農
業
者
た
ち
は
、
平
均

し
て
2
割
も
解
約
さ
れ
て
い
る
。
自
然
食
品

店
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
は
大
抵
、
全
面
的
に
切

ら
れ
た
。
生
活
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

放
射
能
の
影
響
が
子
ど
も
に
よ
り
大
き

く
現
れ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
以

上
、
親
が
心
配
す
る
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
わ

か
る
。
し
か
し
、
有
機
農
業
が
も
っ
と
も
大

切
に
し
て
き
た
の
は
作
る
人
と
食
べ
る
人
と

の
顔
の
見
え
る
関
係
性
で
あ
る
。そ
こ
に
は
、

安
全
性
や
金
銭
を
超
え
た
、
人
と
人
と
の
付

き
合
い
が
あ
る
は
ず
だ
。
自
ら
の
責
任
で
は

な
い
放
射
能
汚
染
で
一
方
的
に
関
係
性
を
解

消
さ
れ
る
の
は
、
悲

し
す
ぎ
る
。
子
ど
も

に
は
食
べ
さ
せ
な
い

と
か
、
放
射
能
を
軽

減
す
る
メ
ニ
ュ
ー
や

調
理
法
を
工
夫
す
る

と
か
、
何
ら
か
の
対

応
が
あ
っ
て
い
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
苦
悩

を
広
げ
な
い
た
め
に

も
、国
民
の
77
％（
朝

日
新
聞
調
査
、
7
月

9
・
10
日
）
が
望
む

脱
原
発
へ
踏
み
出
し

て
い
き
た
い
。

スイカの出荷（山形県大石田町）

コ ラ ム

苦
悩
す
る
有
機
農
業
者

コ
モ
ン
ズ
代
表
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大 

江　

正 

章

お
お

え

た
だ

あ
き

表紙に掲載する写真を募集
しています。採用者には、
粗品を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏
名及び撮影場所・日時を明
記して下さい。
なお、採否は当方に一任願
います。
送り先：全国町村会・広報部
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活 動

新
任
副
会
長
・
監
事
名
簿

■
副
会
長
（
会
長
代
行
）

○
北
海
道
町
村
会
長
　
寺て

ら
し
ま島 

光こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　（
北
海
道
爾
志
郡
乙
部
町
長
）

○
福
井
県
町
村
会
長
　
杉す
ぎ
も
と本 

博ひ
ろ
ぶ
み文

　（
福
井
県
今
立
郡
池
田
町
長
）

○
熊
本
県
町
村
会
長
　
荒あ
ら
き木 

泰や
す
お
み臣

　

　（
熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
長
）

■
副
会
長

○
岩
手
県
町
村
会
長
　
稲い
な
ば葉

　
暉あ
き
ら

　（
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
長
）

○
秋
田
県
町
村
会
長
　
齋さ

い
と
う藤 

正ま
さ
や
す寧

　
（
秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
長
）

○
栃
木
県
町
村
会
長
　
古こ
ぐ
ち口 

達た
つ
や也

　
（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
長
）

○
東
京
都
町
村
会
長
　
坂さ
か
も
と本 

義よ
し
つ
ぐ次

　
（
東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
長
）

　

全
国
町
村
会
は
7
月
28
日
、
13
時
か
ら
全
国
町
村
会
館
で
開
催
し
た
理
事

会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
副
会
長
及
び
監
事
の
選
任
を
行
い
、
副
会

長
12
名
及
び
監
事
3
名
を
選
任
し
た
。（
下
記
名
簿
参
照
）

　

副
会
長
に
つ
い
て
は
、「
全
国
町
村
会
の
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
の
選

任
に
関
す
る
規
程
」
に
よ
り
全
国
9
地
区
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
候
補
者
を
理

事
会
に
お
い
て
選
任
。
ま
た
監
事
に
つ
い
て
は
、
東
部
、
中
部
、
西
部
の
3

地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
3
名
を
選
任
す
る
と
し
て
お
り
、
任
期
は
平
成
23
年

7
月
31
日
か
ら
2
年
間
。

  

理
事
会
で
は
、
新
副
会
長
を
代
表
し
て
愛
媛
県
の
白
石
会
長
か
ら
、「
地

方
自
治
体
に
非
常
に
重
い
責
任
と
積
極
的
な
行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、
藤
原
会
長
を
先
頭
に
全
国
の
町
村
が
一
致
団
結
し
て
、
元
気
な
地
域
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
挑
戦
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
終
了
後
、
正
副
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
代
行
副
会
長

と
し
て
北
海
道
町
村
会
の
寺
島
会
長
、
福
井
県
町
村
会
の
杉
本
会
長
、
熊
本

県
町
村
会
の
荒
木
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

―会長代行に寺島氏（北海道町村会長
乙　部　町　長）、杉本氏（福井県町村会長

池　田　町　長）、
　荒木氏（熊本県町村会長

嘉　島　町　長）を選任―

▲ 新任の副会長を代表して挨拶を行う白石 
愛媛県町村会長（伊予郡松前町長）

理事会で副会長・監事を選任
全国町村会全国町村会
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活 動

○
静
岡
県
町
村
会
長
　
遠え
ん
ど
う藤 

日ひ

で

お
出
夫

　
（
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
長
）

○
大
阪
府
町
村
長
会
長
　
中な
か

　
和か
ず
ひ
ろ博

　
（
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
長
）

○
鳥
取
県
町
村
会
長
　
石い
し

　
　
操み
さ
お

　
（
鳥
取
県
西
伯
郡
日
吉
津
村
長
）

○
愛
媛
県
町
村
会
長
　
白し

ら
い
し石 

勝か
つ
や也

　
（
愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
長
）

○
長
崎
県
町
村
会
長
　
一い
ち
の
せ瀬 

政ま
さ
た太

　
（
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
長
）

■
監
　
事

○
埼
玉
県
町
村
会
長
　
関せ
き
ぐ
ち口 

定さ
だ
お男

　
（
埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
長
）

○
岐
阜
県
町
村
会
長
　
宗そ
う
み
や宮 

孝た
か
お生

　
（
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
長
）

○
島
根
県
町
村
会
長
　
山や
ま
さ
き碕 

英ひ
で
き樹

　
（
島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町
長
）

民
主
党
は
7
月
29
日
、
地
域
主
権
調
査
会

総
会
（
会
長
・
武
正
公
一 

衆
議
院
議
員
）

を
開
催
し
、
一
括
交
付
金
及
び
出
先
機
関
改

革
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
本
会
か

ら
は
渡
邊
廣
吉 
常
任
理
事
（
新
潟
県
町
村

会
長
・
聖
籠
町
長
）
が
出
席
、
意
見
陳
述
を

行
っ
た
。

渡
邊
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、「
出
先
機
関

改
革
」
に
つ
い
て
、
二
重
行
政
の
解
消
等
に

よ
る
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
、

そ
の
実
現
を
以
前
よ
り
要
請
し
て
い
る
が
、

7
月
7
日
の
地
域
主
権
戦
略
会
議
で
人
材
調

整
準
備
会
合
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
も

受
け
、
地
方
の
意
見
を
真
摯
に
と
ら
え
て
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
と
発
言
し

た
。次

に
、「
一
括
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
①
年

度
間
の
変
動
が
大
き
い
町
村
に
お
い
て
も
事

業
の
実
施
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
②
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
や
条
件
不
利

地
域
に
手
厚
く
配
分
す
る
こ
と
③
総
額
に
つ

い
て
は
、少
な
く
と
も
対
象
と
な
る
補
助
金
・

交
付
金
等
の
額
と
同
額
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
い
て

決
定
す
る
こ
と
④
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

復
興
財
源
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
別
枠
で

確
保
し
、
一
括
交
付
金
の
総
額
を
削
減
し
な

い
こ
と
⑤
先
行
実
施
さ
れ
た
都
道
府
県
分
の

運
用
状
況
、
問
題
点
等
を
十
分
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
町
村
特
有
の
問
題
点
等
の
整
理
・

検
討
を
行
い
制
度
に
反
映
す
る
こ
と
⑥「
補

助
金
適
正
化
法
」
の
対
象
外
と
す
る
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
自
主
性

の
高
い
も
の
と
す
る
こ
と
⑦
経
常
に
係
る
補

助
金
・
交
付
金
等
の
一
括
交
付
金
化
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
障
や
義
務
教
育
関
係
な
ど
、

全
国
画
一
的
な
「
保
険
」・「
現
金
給
付
」
に

対
す
る
も
の
や
地
方
の
自
主
裁
量
拡
大
に
寄

与
し
な
い
義
務
的
な
負
担
金
・
補
助
金
等
は

対
象
外
と
す
る
こ
と
⑧
一
括
交
付
金
化
す
る

補
助
金
等
の
対
象
範
囲
、
配
分
の
基
準
と
な

る
客
観
的
指
標
等
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

町
村
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
⑨
地
方

の
予
算
編
成
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
一

括
交
付
金
化
す
る
補
助
金
等
の
対
象
範
囲
、

配
分
の
基
準
と
な
る
客
観
的
指
標
は
概
算
要

求
前
に
明
確
化
し
、
予
見
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
―
以
上
9
点
を
前
提
と
し
た
上
で
、

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事
業
が
及
ぼ

す
影
響
や
都
道
府
県
分
の
執
行
状
況
を
踏
ま

え
、
地
方
の
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
極
め
て

慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
武
正
会
長
か
ら
は
一
括

交
付
金
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
来
年
度
の

概
算
要
求
前
に
は
具
体
案
を
提
示
出
来
る
よ

う
、
本
日
い
た
だ
い
た
意
見
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
鋭
意
検
討
を
進
め
た
い
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

民
主
党
・
地
域
主
権
調
査
会
総
会
に
渡
邊
常
任
理
事
が
出
席

▲総会で意見陳述を行う渡邊常任理事
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政 策

今
後
も
高
齢
化
率
は
上
昇
と
予
測

平
成
22
年
10
月
1
日
現
在
、
日
本
の
人

口
は
1
億
2
、
8
0
6
万
人
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
、
過
去
最
高
の
2
、

9
5
8
万
人
（
前
年
2
、
9
0
1
万
人
）

と
な
り
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢

化
率
）
も
23
・
1
％
（
前
年
22
・
7
％
）

と
な
っ
た
。

白
書
は
、昭
和
25
年
の
高
齢
者
人
口
は
、

総
人
口
の
5
％
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
昭

和
45
年
に
は
国
連
の
報
告
書
に
お
い
て

「
高
齢
化
社
会
」
と
定
義
さ
れ
た
水
準

7
％
を
超
え
、
さ
ら
に
、
平
成
6
年
に
は

そ
の
倍
化
水
準
で
あ
る
14
％
を
超
え
た

（「
高
齢
社
会
」
と
称
さ
れ
た
）、
そ
し
て
、

平
成
22
年
に
は
23
％
を
超
え
、
5
人
に
1

人
が
高
齢
者
、
9
人
に
1
人
が
75
歳
以
上

人
口
と
い
う
「
本
格
的
な
高
齢
社
会
」
と

な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
の
総
人
口
は
、
長
期
の
減
少
過
程

に
入
り
、
平
成
37
年
に
1
億
2
、
0
0
0

万
人
を
下
回
り
、
平
成
58
年
に
は
9
、

9
3
8
万
人
、平
成
67
年
に
は
8
、9
9
3

万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、高
齢
者
人
口
は
、い
わ
ゆ
る
「
団

塊
の
世
代
」（
昭
和
22
〜
24
年
に
生
ま
れ

た
人
）
が
65
歳
と
な
る
平
成
27
年
に
は

3
、
0
0
0
万
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
増

加
。
平
成
54
年
以
降
は
高
齢
者
人
口
が
減

少
に
転
じ
る
が
高
齢
化
率
は
上
昇
。
平
成

67
年
に
は
高
齢
化
率
は
40
・
5
％
に
達
し
、

2
・
5
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
。
平
成
67

年
に
は
75
歳
以
上
人
口
が
総
人
口
の
26
・

5
％
と
な
り
4
人
に
1
人
が
75
歳
以
上

に
。
高
齢
世
代
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
を

比
率
か
ら
換
算
す
る
と
、平
成
22
年
に
は
、

高
齢
者
1
人
に
対
し
て
現
役
世
代
（
15
〜

64
歳
）
2
・
8
人
。
平
成
67
年
に
は
、
高

齢
者
1
人
に
対
し
て
現
役
世
代
（
15
〜
64

歳
）
1
・
3
人
と
な
り
、
現
役
世
代
1
・

3
人
で
高
齢
者
1
人
を
支
え
る
時
代
が
、

そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

社
会
保
障
給
付
費
全
体
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
は
94
兆
8
4
8
億
円
と
な
り

過
去
最
高
の
水
準
に
な
っ
た
と
紹
介
。
ま

た
、世
界
の
高
齢
化
率
の
推
移
を
分
析
し
、

諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
世
界
の

ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社

会
を
、
比
類
の
な
い
速
度
で
迎
え
て
い
る

と
警
告
を
発
し
て
い
る
。（
参
考
1
）

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
過
酷
に

白
書
は
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
、
平

成
21
年
現
在
2
、
0
1
3
万
世
帯
と
初
め

て
2
、
0
0
0
万
世
帯
を
超
え
、
全
世
帯

（
4
、
8
0
1
万
世
帯
）
の
41
・
9
％
を

占
め
る
こ
と
と
な
り
、増
え
続
け
て
い
る
。

そ
の
う
ち
「
単
独
世
帯
」、「
夫
婦
の
み
の

世
帯
」
が
過
半
数
を
占
め
、
さ
ら
に
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
男
女
と
も
に
増
加

し
て
い
る
と
分
析
。

60
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
、
他
の
世
帯
と
比
べ
る
と
、「
自
分
の

健
康
」、「
生
活
費
等
の
経
済
的
な
こ
と
」、

「
病
気
の
と
き
に
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
」、「
一
人
暮
ら
し
や
孤
独
に
な

る
こ
と
」
等
の
悩
み
ご
と
が
多
い
と
紹
介

し
て
い
る
。

経
済
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
高
齢

者
世
帯
の
平
均
年
間
所
得
は
2
9
7
・
0

万
円
で
、
全
世
帯
平
均
（
5
4
7
・
5
万

円
）
の
半
分
強
。
世
帯
人
員
一
人
当
た
り

で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
平
均
世
帯
人
員
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
1
9
2
・
9
万
円
と

な
り
、
全
世
帯
平
均
（
2
0
8
・
4
万
円
）

と
の
間
に
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。
高

齢
者
世
帯
の
約
6
割
に
お
い
て
、
所
得
が

　

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、平
成
23
年
版
高
齢
社
会
白
書
を
発
表
し
た
。白
書
は
、

「
平
成
22
年
度 
高
齢
化
の
状
況
及
び
高
齢
社
会
対
策
の
実
施
状
況
」、「
平

成
23
年
度 

高
齢
社
会
対
策
」
の
2
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
総
人
口
が
減

少
す
る
な
か
で
高
齢
化
率
は
上
昇
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
過
去
最
高

に
な
り
、
現
役
世
代
1
・
3
人
で
1
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
が
到
来
。

世
界
の
ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
と
警
告

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
実
態
を
分
析
し
、
社
会
的
孤

立
の
解
消
・
防
止
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
。
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
高
齢
者
対
策
の
実
施
状
況
で
は
、
社
会
保

障
改
革
、
雇
用
対
策
、
医
療
・
介
護
制
度
改
革
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
ほ

か
、
対
策
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

本
格
的
な
高
齢
社
会
が
到
来
〜
5
人
に
1
人
が
高
齢
者
〜

|
平
成
23
年
版
高
齢
社
会
白
書
|

政
策
解
説
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公
的
年
金
・
恩
給
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
世
帯
で
は
、

一
人
当
た
り
の
支
出
水
準
は
全
世
帯
平
均

を
上
回
り
、
貯
蓄
は
全
世
帯
平
均
の
1
・

4
倍
と
い
う
調
査
が
あ
る
一
方
、
生
活
保

護
受
給
者
（
被
保
護
人
員
）
は
増
加
傾
向
。

ホ
ー
ム
レ
ス
も
高
齢
化
し
て
お
り
、
55
歳

以
上
で
増
加
傾
向
に
あ
る
と
紹
介
し
て
い

る
。
一
般
世
帯
に
お
い
て
も
所
得
格
差
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
高
齢
者
世
帯

で
も
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

高
齢
者
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
み
る

と
、
男
性
の
場
合
、
就
業
者
の
割
合
は
、

55
〜
59
歳
で
90
・
5
％
、
60
〜
64
歳
で

73
・
1
％
、
65
〜
69
歳
は
50
・
1
％
と
な
っ

て
お
り
、
60
歳
を
過
ぎ
て
も
、
多
く
の
高

齢
者
が
就
業
し
て
い
る
。
し
か
し
、
雇
用

情
勢
は
平
成
15
〜
19
年
に
か
け
て
大
幅
に

改
善
し
た
も
の
の
、
近
年
は
経
済
情
勢
の

悪
化
を
受
け
60
〜
64
歳
の
失
業
率
は
引
き

続
き
上
昇
し
て
い
る
。
60
歳
以
上
の
有
職

者
の
就
業
を
希
望
す
る
年
齢
に
つ
い
て
み

る
と
、
平
成
20
年
の
意
識
調
査
で
は
、「
働

け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」
が
39
・
9
％

で
あ
り
、
平
成
19
年
調
査
と
比
べ
る
と
や

や
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

「
働
き
た
い
」
と
い
う
意
識
は
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。
日
本
の
高
齢
者
は

「
収
入
」の
ほ
か「
老
化
を
防
ぐ
」

や
「
友
人
・
仲
間
を
得
る
」
た

め
に
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
意

識
が
強
い
。
性
・
年
齢
別
の
労

働
力
率
が
平
成
18
年
と
同
水
準

で
推
移
し
た
場
合
、
労
働
力
人

口
は
約
10
年
で
4
4
0
万
人
減

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
も

考
慮
す
る
と
、
今
後
、
高
齢
者

が
日
本
の
労
働
力
を
下
支
え
す

る
大
切
な
存
在
に
な
る
と
推
測

さ
れ
る
。

生
活
環
境
の
面
で
は
、
交
通

事
故
死
者
数
は
減
少
し
つ
つ
あ

る
が
、
交
通
事
故
死
者
数
全
体

に
占
め
る
割
合
は
上
昇
。
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
者
の
6
割
以
上
が
高
齢

者
で
あ
る
こ
と
や
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
70
歳
以
上
の
相
談
が
依
然
と
し
て
10

万
件
を
超
え
て
い
る
等
、
高
齢
者
の
生
活

を
脅
か
す
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
高
齢
者
の
被

害
状
況
で
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
の
3
県
で
収
容
さ
れ
た
死
亡
者
が
、
3

月
11
日
か
ら
4
月
11
日
ま
で
に
1
3
、

1
5
4
人
に
の
ぼ
り
、
検
視
等
を
終
え
て

年
齢
が
判
明
し
て
い
る
人
は
1
1
、

1
0
8
人
で
、
そ
の
う
ち
60
歳
以
上
の
高

齢
者
は
7
、
2
4
1
人
と
65
・
2
％
を
占

め
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
に
と
っ
て
苦
し
い

状
況
が
あ
る
な
か
、
コ
ラ
ム
で
は
新
し
い

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

高
齢
者
が
自
宅
近
く
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
集
落
ご
と
に
工
房
を
作
り
、
定

年
な
し
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
信
州
の
企

業
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
族
介
護
者
支

援
に
関
す
る
動
き
、
買
い
物
弱
者
へ
の
生

活
支
援
と
し
て
熊
本
県
や
高
知
県
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
各
町
村
の
担
当

者
に
と
っ
て
も
実
に
参
考
に
な
る
取
り
組

み
で
あ
る
。
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
的
孤
立
の
実
態
と
解
消
・
防
止
法

白
書
は
社
会
的
孤
立
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
事
態
を
分
析
し
て
い

る
。
ま
ず
、「
普
段
ど
の
程
度
話
す
か
」

に
つ
い
て
の
実
態
調
査
で
は
、
60
歳
以
上

の
人
の
9
割
以
上
は
「
毎
日
会
話
を
し
て

い
る
」
と
回
答
し
、「
2
〜
3
日
に
1
回

以
下
」
の
回
答
は
6
・
9
％
に
留
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
性
・
世
帯
構
成
別
に
見

て
み
る
と
、
一
人
暮
ら
し
の
人
は
「
2
〜

3
日
に
1
回
以
下
」
の
割
合
が
高
い
。
ま

た
、
近
所
づ
き
あ
い
や
友
人
づ
き
あ
い
、

グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
な
い
人
ほ
ど
、
会
話

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。

困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
人

は
、「
一
人
暮
ら
し
の
男
性
」、「
近
所
づ

き
あ
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
」、「
親
し
い

友
人・仲
間
を
も
っ
て
い
な
い
人
」に
多
い
。

そ
し
て
、「
地
域
の
つ
な
が
り
は
必
要
」

と
思
っ
て
い
る
人
は
90
％
を
超
え
る
が
、

実
際
に
居
住
地
域
で
「
地
域
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
」
人
は
77
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。ま
た
、都
市
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、「
地

域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
」
人
の
割
合
が

低
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孤
独
が
社
会
的
孤
立
を

増
長
し
、
高
齢
者
問
題
へ
と
発
展
す
る
の

で
あ
る
。
誰
と
も
会
話
を
し
な
い
、
近
所

づ
き
あ
い
を
し
な
い
、
困
っ
た
と
き
に
頼

る
人
が
い
な
い
と
い
っ
た
、
社
会
か
ら
孤

立
し
た
状
況
が
長
く
続
く
と
、
人
は
生
き

が
い
を
喪
失
し
た
り
、
生
活
に
不
安
を
感

じ
た
り
す
る
。
深
刻
化
し
て
い
る
消
費
者

▲□□□□□□□□□□□□□□□

■参考１　高齢化の推移と将来推計
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被
害
に
関
し
て
も
、
不
安
や
悩
み
を
話
す

こ
と
が
で
き
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談

が
で
き
る
場
や
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と

が
防
止
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

犯
罪
を
繰
り
返
す
高
齢
者
に
は
孤
立
化
の

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
前
科
・
前
歴
や
受

刑
歴
等
が
あ
る
人
ほ
ど
、初
犯
者
に
比
べ
、

単
身
者
が
占
め
る
割
合
が
高
く
、
親
族
や

親
族
以
外
の
人
と
の
接
触
機
会
が
少
な

い
。
つ
ま
り
、
孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
は
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
築
く
上
で
も
重
要

で
あ
る
。
孤
立
死
の
問
題
も
、
多
方
面
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
解
決
の
糸
口
に

な
る
だ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
「
社

会
的
孤
立
」
で
あ
る
が
、
各
地
域
で
は
、

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
都
足
立
区
で
は
「
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
と
し
て
、
高
齢
者
の
見
守

り
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。新
潟
県
内
に
は
、「
地
域
の
茶
の
間
」

と
い
う
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
由

に
過
ご
せ
る
場
所
が
2
、
0
0
0
カ
所
以

上
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら

も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
委
員
、
地

域
住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
と
協
力
し
て

実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
が
増
え
て
い
る
。

今
後
も
取
り
組
み
主
体
の
多
様
化
が
必
要

だ
。
多
世
代
交
流
の
促
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
、
男
性
に
よ

る
活
動
の
促
進
等
が
有
効
で
あ
る
と
白
書

は
述
べ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
に
お
い
て
、

周
囲
が
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
解
消
・

防
止
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
高
齢

者
自
身
に
地
域
の
支
え
手
と
し
て
、
ぜ
ひ

活
躍
し
て
ほ
し
い
。
世
代
を
超
え
、
時
代

を
超
え
、
日
本
全
体
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
ろ
う
。
老
若
男

女
、
と
も
に
支
え
合
い
、
こ
の
緊
急
事
態

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

高
齢
化
社
会
対
策
の
実
施
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み

高
齢
社
会
対
策
は
、
就
業
・
所
得
、
健

康
・
福
祉
、
学
習
・
社
会
参
加
、
生
活
環

境
、
調
査
研
究
等
の
推
進
と
い
う
広
範
な

施
策
に
わ
た
り
、
着
実
な
進
展
を
み
せ
て

い
る
。

「
一
人
ひ
と
り
を
包
摂
す
る
社
会
」
特

命
チ
ー
ム
の
設
置
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
支
援
、
高
年
齢
者
雇
用
確
保
充
実

奨
励
金
の
創
設
、
持
続
可
能
で
安
定
的
な

公
的
年
金
制
度
の
確
立
、
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
の
検
討
、
公
共
交
通
機
関
、
建

築
物
、
道
路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
、

経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
と
国
民
生
活
の

安
定
向
上
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

被
災
し
た
高
齢
者
が
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
都

道
府
県
・
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
、

①
被
災
地
以
外
で
の
施
設
で
の
受
入
可
能

人
数
、
被
災
地
へ
の
介
護
職
員
等
の
派
遣

可
能
人
数
の
情
報
収
集
、
②
被
災
地
で
の

施
設
受
入
及
び
介
護
職
員
等
の
派
遣
要
請

の
集
約
、
③
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

た
。60

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
実
施
し

た
「
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
国

際
比
較
調
査
」（
平
成
22
年
、
内
閣
府
）

に
よ
る
と
、「
高
齢
者
に
対
す
る
政
策
や

支
援
で
大
切
だ
と
思
う
も
の
」の
回
答
は
、

「
介
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」（
60
・
9
％
）、

「
医
療
サ
ー
ビ
ス
」（
59
・
5
％
）、「
公
的

な
年
金
制
度
」（
57
・
6
％
）
が
拮
抗
し

て
い
る
。
平
成
17
年
に
実
施
し
た
前
回
調

査
と
比
較
す
る
と
、「
介
護
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」、「
高
齢
者
向
け
の
住
宅
」、「
高
齢

者
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
（
交
通
機
関
、

道
路
等
の
整
備
）」、「
医
療
サ
ー
ビ
ス
」

等
が
増
加
し
て
お
り
、
介
護
・
福
祉
、
医

療
、
年
金
以
外
に
も
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
を
支
援
す
る
住
宅
や
街
づ
く
り
に
関
す

る
施
策
が
高
齢
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

白
書
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
各
分
野

の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
施
す
る
と
明

言
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算

に
お
け
る
平
成
23
年
度
の
高
齢
社
会
対
策

の
関
係
予
算
は
18
兆
8
6
1
億
円
で
あ

り
、
各
分
野
別
で
は
、
就
業
・
所
得
10
兆

8
、8
7
2
億
円
、健
康
・
福
祉
7
兆
1
、

6
4
5
億
円
、
学
習
・
社
会
参
加
1
3
1

億
円
、
生
活
環
境
65
億
円
、
調
査
研
究
等

の
推
進
1
4
8
億
円
と
紹
介
し
て
い
る
。

社
会
保
障
改
革
で
は
議
論
の
内
容
を
積

極
的
に
公
開
し
、
高
齢
者
の
雇
用
・
就
業

の
機
会
の
確
保
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

社
会
参
加
活
動
の
促
進
、
振
り
込
め
詐
欺

や
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
防
止
へ
の
取
り

組
み
も
行
う
。
東
日
本
大
震
災
対
応
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
等
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
よ

う
関
係
各
団
体
に
依
頼
。
あ
わ
せ
て
、
応

急
仮
設
住
宅
地
域
に
お
け
る
、総
合
相
談
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
交
流
等
の
総
合

的
な
機
能
を
有
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」

の
整
備
に
係
る
予
算
を
計
上
し
た
。

高
齢
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
形
成
す
る
の

が
対
策
の
目
的
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会

全
体
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
だ
。
現
役
世
代
1
・
3
人
で

高
齢
者
1
人
を
支
え
る
時
代
が
や
っ
て
き

て
か
ら
で
は
遅
く
、
特
に
高
齢
化
著
し
い

地
域
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
身
動
き
の

と
れ
な
い
危
機
的
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
待
っ
た
な
し
の
状
況
を
鑑
み

た
継
続
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。
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は
じ
め
に

県
都
鹿
児
島
市
か
ら
錦
江
湾
を
挟
ん
で
東

側
に
広
が
る
大
隅
半
島
―
そ
の
中
南
部
に
錦

江
町
は
位
置
し
て
い
る
。平
成
17
年
3
月
に
、

錦
江
湾
に
面
し
た
大
根
占
町
と
、
内
陸
側
の

田
代
町
が
合
併
し
て
発
足
し
た
新
し
い
町

で
、
面
積
1
6
3
・
15
平
方
キ
ロ
、
人
口
は

8
、
9
7
9
人
（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）
で

あ
る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
目
立
っ
た
産
業
集
積
の
な
い
大
隅
半

島
は
、
鹿
児
島
県
下
で
も
少
子
高
齢
化
が
最

も
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
錦
江
町
の
高
齢
化

率
も
38
・
9
％
と
、
県
内
49
市
町
村
で
2
番

目
に
高
い
。
し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
、
錦
江

町
で
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
と
人
の
絆
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
現
地
取
材
を
通
じ
て
、
そ
の
一

端
を
ご
紹
介
し
た
い
。

最
南
端
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
目
指
し
て

錦
江
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
。
出
荷
額
で

は
畜
産
・
茶
・
た
ば
こ
が
多
い
が
、
農
家
戸

数
で
大
半
を
占
め
る
の
は
水
稲
農
家
で
あ

る
。
1
戸
あ
た
り
の
平
均
作
付
面
積
は
2
反

強
と
零
細
農
家
が
多
く
、
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
。
そ
こ
で
町
で
は
、
対
策
の
1
つ
と
し

て
、
集
落
営
農
の
導
入
に
よ
り
、
農
業
を
地

区
単
位
で
担
っ
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
お
り
、そ
の
先
発
的
な
取
り
組
み
が
、

上
部
（
か
ん
ぶ
）
地
区
集
落
営
農
組
合
で
あ

錦江町

Ｎ

・

鹿児島県

現地レポート地域資源を活かした活性化策

地域資源と人の絆を活かした
地域づくり

こうきん

鹿児島県 錦江町
ちょう

△大根やぐら
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る
。
高
齢
化
に
よ
る
離
農
が
相
次
ぐ
状
況
を

見
て
地
区
の
有
志
6
名
が
立
ち
上
が
り
、
平

成
9
年
、
町
内
の
先
陣
を
切
っ
て
設
立
し
た

組
織
で
あ
る
。

内
陸
の
山
間
部
に
あ
り
、
寒
暖
の
差
が
大

き
い
上
部
地
区
は
、
水
質
の
良
さ
も
あ
い

ま
っ
て
、
良
質
米
が
収
穫
で
き
る
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
本
土
最
南
端
に
ほ

ど
近
い
当
地
区
で
は
、
7
月
に
稲
の
刈
り
取

り
、
8
月
に
は
出
荷
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う

し
た
良
質
の
早
場
米
が
収
穫
で
き
る
環
境
を

活
か
し
、
上
部
地
区
集
落
営
農
組
合
で
は
、

福
岡
県
の
生
協
と
契
約
し
、
有
機
米
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
赤
と
ん
ぼ
米
」
と

名
付
け
ら
れ
た
米
は
、
完
全
無
農
薬
栽
培
で

あ
れ
ば
、
30
㎏
1
万
2
千
円
の
高
単
価
で
引

き
取
ら
れ
る
契
約
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
完
全
無
農
薬
栽
培
は
、
栽
培
に
は
一
手
間

も
二
手
間
も
か
か
る
し
、
周
囲
の
農
家
と
の

調
整
に
も
苦
労
す
る
。
し
か
し
、
最
南
端
の

ブ
ラ
ン
ド
米
づ
く
り
を
と
、
組
合
員
は
意
気

込
ん
で
い
る
。

農
産
加
工
を
通
じ
た
地
域
の

循
環
づ
く
り

町
内
を
南
北
に
貫
く
国
道
2
6
9
号
沿
い

に
平
成
18
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
錦
江
町
物

産
館
に
し
き
の
里
」。
地
元
産
の
農
産
物
や

加
工
品
が
ぎ
っ
し
り
と
並
び
、
毎
日
多
く
の

買
物
客
が
詰
め
か
け
て
い
る
。
こ
の
「
に
し

き
の
里
」
の
売
れ
筋
商
品
が
、「
う
ん
め
も

ん
の
会
」
の
作
る
け
せ
ん
団
子
で
あ
る
。

花
瀬
地
区
に
あ
る
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ

「
う
ん
め
も
ん
の
会
」
は
、
昭
和
58
年
に
公

民
館
の
建
物
が
新
し
く
な
り
、
厨
房
施
設
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
せ
っ
か

く
厨
房
施
設
が
出
来
た
ん
だ
し
、
地
区
の
女

性
で
何
か
農
産
加
工
を
し
て
み
よ
う
と
、
ま

ず
は
味
噌
漬
け
を
作
り
始
め
た
。
そ
の
後
、

徐
々
に
商
品
の
種
類
を
増
や
し
、い
ま
で
は
、

味
噌
、
餅
や
ふ

く
れ
菓
子
、
焼

肉
の
た
れ
に
ド

レ
ッ
シ
ン
グ

と
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の

商
品
を
取
り
揃

え
て
い
る
。

な
か
で
も
一

押
し
は
、
多
い

時
に
は
1
日

1
、
0
0
0

個
作
る
こ
と

も
あ
る
と
い

う
け
せ
ん
団

子
。「
け
せ

ん
」
と
は
、

こ
の
地
域
に

成
育
す
る
肉

桂
の
1
種
。

湯
が
い
た
よ
も
ぎ
の
葉
、
餅
米
粉
、
砂
糖
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
団
子
状
に
し
て
蒸
し
、
け
せ

ん
の
葉
に
包
ん
だ
も
の
が
け
せ
ん
団
子
で
、

ニ
ッ
キ
系
の
香
り
と
よ
も
ぎ
の
風
味
が
絡
み

合
い
、
独
特
の
味
わ
い
が
楽
し
め
る
逸
品
で

あ
る
。
け
せ
ん
や
よ
も
ぎ
の
葉
は
、
地
域
の

お
年
寄
り
に
集
め
て
も
ら
い
、
買
い
取
る
。

す
べ
て
自
分
た
ち
だ
け
で
稼
ぐ
の
で
は
な

く
、
地
域
に
お
金
が
循
環
す
る
仕
組
み
を
考

え
て
い
る
。

作
業
は
週
6
日
、
女
性
8
名
で
行
っ
て
い

る
。
60
〜
70
代
が
中
心
だ
が
、
2
年
前
、
40

代
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た
。
世
代
の
循
環

も
徐
々
に
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
リ
ー

ダ
ー
の
猪
鹿
倉
房
子
さ
ん
は
、
将
来
は
加
工

所
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
バ
イ
キ

ン
グ
料
理
を
提
供
し
た
い
と
話
し
て
い
る
。

夏
と
冬
、
2
つ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト

錦
江
町
に
は
、
貴
重
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
2
つ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
。

1
つ
は
、
夏
に
田
代
地
区
（
旧
田
代
町
）

の
花
瀬
公
園
で
開
か
れ
る
や
ま
ん
な
か
音
楽

会
。平

成
20
年
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
合
併

後
も
な
お
い
っ
そ
う
進
む
様
子
に
危
機
感
を

抱
い
た
田
代
地
区
の
有
志
数
名
が
立
ち
上
が

り
、「
も
う
1
度
田
代
に
元
気
を
取
り
戻
そ

う
！
」
と
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
町
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
「
錦
江
や
ま
ん
な
か
協
議
会
」
を

組
織
し
た
。
そ
の
協
議
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
企
画
し
た
の
が
、
や
ま
ん
な
か
音

楽
会
で
あ
る
。

花
瀬
公
園
内
を
流
れ
る
花
瀬
川
の
川
床

は
、千
畳
敷
が
ご
と
く
白
い
石
畳
で
覆
わ
れ
、

美
し
い
景
観
を
成
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
島
津
斉
彬
公
も
訪
れ
、
そ
の
景
観
を
愛
で

た
と
い
う
。

や
ま
ん
な
か
音
楽
会
は
、
お
盆
前
の
夜
、

こ
の
川
床
を
使
っ
て
開
催
さ
れ
る
。一
帯
を
、

△

無
農
薬
栽
培
の
圃
場
の
前
に
立
つ
、
上
部
地
区

集
落
営
農
組
合
の
皆
さ
ん

△

う
ん
め
も
ん
の
会
代
表
の
猪
鹿
倉
さ
ん

△

け
せ
ん
団
子
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3
、
0
0
0
本
の
竹
灯
籠
と
5
0
0
本
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
幻
想
的
な
光
の
空
間
の
中
、
川
床
に

し
つ
ら
え
た
舞
台
の
上
で
、
和
太
鼓
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
島
唄
が
奏
で
ら
れ
る
。
そ
し
て
締

め
く
く
り
に
は
、
打
ち
上
げ
花
火
と
、
川
に

架
か
る
橋
か
ら
の
豪
快
な
ナ
イ
ア
ガ
ラ
仕
掛

け
花
火
が
舞
う
。
光
と
水
と
音
が
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ま
れ
た
壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
2

年
連
続
で
1
、
0
0
0
人
以
上
の
来
場
者
を

集
め
て
お
り
、
今
年
も
8
月
12
、
13
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

準
備
作
業
は
地
区
住
民
総
出
で
行
う
。
灯

籠
に
用
い
る
竹
切
り
作
業
は
公
民
館
の
活
動

と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
の
製

作
は
、
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
行
う
。

後
述
す
る
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
の
学
生

も
、
こ
の
作
業
を
手
伝
う
。

も
う
1
つ
は
、冬
に
宿
利
原
地
区
で
開
催

さ
れ
る
大
根
や
ぐ
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
。宿

利
原
地
区
は
寒
干
大
根
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
1
5
0
ha
の
広
大
な
大
根
畑
が
広

が
る
。
12
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
は
、
大
根

畑
に
長
さ
50
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
7
メ
ー
ト
ル

の
木
組
み
の
櫓
が
30
基
建
ち
並
び
、
収
穫
さ

れ
た
大
根
が
幾
段
に
も
ぎ
っ
し
り
と
吊
り
下

げ
ら
れ
る
。
こ
の
光
景
は
、
宿
利
原
地
区
の

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

2
年
前
、
地
元
出
身
で
役
場
に
勤
め
る
宿

利
原
さ
ん
が
、
住
民
と
一
緒
に
地
域
お
こ
し

に
つ
い
て
考
え
る
な
か
で
出
て
き
た
の
が
、

「
こ
の
大
根
や
ぐ
ら
を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

に
見
立
て
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
に
合
わ
せ
て
、
12
月
下
旬
に
実
施
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
2
日
間
で
1
、
0
0
0
人
を

超
え
る
集
客
が
あ
っ
た
。
昨
年
は
さ
ら
に
増

え
、
1
、
5
0
0
人
が
来
訪
。
豚
汁
や
干
し

大
根
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と
い
う
。

目
下
、
地
区
で
は
、
平
成
20
年
に
廃
校
に

な
っ
た
中
学
校
施
設
の
跡
地
利
用
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
根
や
ぐ
ら
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
考
案
し
た
宿
利
原
さ
ん
は
、「
こ

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
、
跡
地
利
用

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。

外
部
と
の
絆
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

近
年
、
外
部
と
の
協
働
連
携
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
錦

江
町
で
は
、
平
成
17
年
の
合
併
直
後
よ
り
、

率
先
し
て
外
部
と
の
絆
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
1
つ
が
、
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
受

け
入
れ
で
あ
る
。
首
都
圏
の
大
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
イ

ン
タ
ー
ン
の
会
」
を
通
じ
て
、
平
成
17
年
度

△

地
区
住
民
総
出
で
の
準
備
作
業

△

や
ま
ん
な
か
音
楽
会
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

△

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
中
の
大
根
や
ぐ
ら
の
内
側

△

大
根
や
ぐ
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ン
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か
ら
、
毎
年
夏
休
み
に
、
2
〜
6
名
の
イ
ン

タ
ー
ン
生
を
、約
2
週
間
受
け
入
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
町
内
の
民
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
農
業
体
験
（
観
光
農
園
、
稲
刈

り
、
畜
産
農
家
の
手
伝
い
）、
漁
業
体
験
（
養

殖
生
け
簀
へ
の
餌
や
り
）、
イ
ベ
ン
ト
手
伝

い
（
上
述
の
や
ま
ん
な
か
音
楽
会
）
を
行
い

な
が
ら
、
錦
江
町
の
人
情
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
触
れ
る
毎
日
を
送
る
。
そ
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
視
点
で
地
域
を
見
つ
め
直
し
て

も
ら
い
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
発
表
し
て
も
ら
う
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
を
受
け
入
れ
始
め
て
今
年

で
7
年
目
。
イ
ン
タ
ー
ン
生
Ｏ
Ｂ
は
25
名
を

数
え
る
。
社
会
人
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
生
が
、
友

人
や
両
親
を
連
れ
て
錦
江
町
を
再
訪
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。後
述
の
よ
う
に
、

町
で
は
錦
江
町
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国
発
信
を
目

指
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
も
声
を

か
け
て
、
錦
江
町
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

活
躍
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

も
う
1
つ
は
、
農
林
水
産
省
の
「
田
舎
で

働
き
隊
！
」事
業
の
受
け
入
れ
で
あ
る
。「
田

舎
で
働
き
隊
！
」
と
は
、
農
山
漁
村
再
生
支

援
の
た
め
に
活
動
を
希
望
す
る
都
市
部
の
人

材
と
、
新
た
な
人
材
を
受
け
入
れ
て
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
団
体
を
結
び
つ
け

る
事
業
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
錦
江
町
に
派
遣
さ

れ
た
の
は
、
北
海
道
大
学
生
の
井
下
友
梨
花

さ
ん
。
井
下
さ
ん
は
大
学
を
休
学
し
て
、
平

成
21
年
9
月
か
ら
翌
年
3
月
に
か
け
て
半
年

間
、
神
川
地
区
に
滞
在
し
た
。

ち
ょ
う
ど
神
川
地
区
で
は
、
地
区
内
の
中

学
校
が
平
成
20
年
3
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な

り
、
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
井
下
さ
ん
は
、
検
討

委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
、

検
討
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
に
努
め
た
。
井

下
さ
ん
は
、
ま
ず
会
議
の
進
め
方
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、徹
底
し
た
。ル
ー
ル
は
、「
議

事
録
を
と
り
、
次
の
会
議
ま
で
に
委
員
全
員

に
配
布
す
る
」「
会
議
の
冒
頭
に
議
題
を
き

ち
ん
と
確
認
す
る
」「
会
議
の
終
了
時
刻
を

守
る
」
の
3
つ
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
員
会
の

進
行
が
き
わ
め
て
効
率
的
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
他
、検
討
会
の
審
議
の
経
過
を「
ガ

ン
バ
リ
だ
よ
り
」
と
名
付
け
た
広
報
に
ま
と

め
て
地
区
に
配
布
し
た
り
、
講
演
会
や
視
察

を
企
画
し
た
り
、
大
車
輪
の
活
躍
を
し
た
。

井
下
さ
ん
は
、
検
討
委
員
会
の
事
務
局
と

し
て
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
町
内
を
50

㏄
バ
イ
ク
で
駆
け
巡
り
、
多
く
の
住
民
と
接

し
た
。
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
農
山
村

地
域
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
現
状
と
、

そ
れ
に
負
け
ず
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た

ち
で
つ
く
り
守
っ
て
い
こ
う
と
懸
命
に
頑

張
っ
て
い
る
人
々
の
存
在
を
確
認
し
た
。
半

年
間
の
滞
在
を
終
え
て
大
学
に
復
学
し
た

が
、
そ
の
後
も
錦
江
町
で
知
り
合
っ
た
住
民

と
は
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
と
い

う
。こ

う
し
た
都
市
農
村
交
流
の
仕
掛
け
人

が
、
現
在
、
役
場
の
総
務
課
長
を
務
め
る
木

場
一
昭
さ
ん
で
あ
る
。
行
財
政
運
営
が
大
変

な
い
ま
こ
そ
人
材
育
成
と
絆
づ
く
り
が
大
事

だ
と
考
え
た
木
場
さ
ん
は
、
ま
ず
隗
よ
り
始

め
よ
と
、
自
ら
農
家
民
宿
「
お
じ
ゃ
っ
た
も

ん
亭
（「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
」
と
は
、
鹿
児

島
の
方
言
で
「
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
」）
を
始
め
、
都
市
農
村
交
流
を
実
践

し
て
い
る
。
木
場
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

海
外
に
も
広
が
り
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
・

台
湾
な
ど
の
大
学
生
と
の
交
流
に
も
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。
将
来
の
錦
江
町
の
姿
に
つ

い
て
、
木
場
さ
ん
は
、「
高
校
も
大
学
も
な

い
町
だ
け
れ
ど
も
、
大
学
生
や
外
国
人
が
フ

ラ
ン
ク
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
町
に
し
て
い
き

た
い
」
と
語
る
。

錦
江
町
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国
発
信
に

む
け
た
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
生
産
に
取
り

組
む
集
落
営
農
、
農
産
加
工
に
取
り
組
む
女

性
グ
ル
ー
プ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
地

域
資
源
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
住
民
グ

ル
ー
プ
、
町
外
と
の
交
流
活
動
の
数
々
を
紹

介
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
意
欲
的

な
活
動
に
溢
れ
て
い
な
が
ら
、
錦
江
町
の
知

名
度
は
あ
ま
り
高
く
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
錦
江
町
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国
発

信
に
、
町
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

役
場
で
は
、
鹿
児
島
県
が
東
京
・
有
楽
町

に
開
設
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し

ま
遊
楽
館
」
に
、
今
年
度
か
ら
職
員
1
名
を

派
遣
し
て
い
る
。
職
員
が
自
ら
首
都
圏
の
消

費
者
と
接
す
る
こ
と
で
、
町
の
進
め
る
六
次

産
業
化
、
錦
江
町
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国
発
信
の

手
が
か
り
を
掴
も
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

役
場
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
も
自
ら
、
錦

△

農
業
体
験
中
の
イ
ン
タ
ー
ン
生

△

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
流
れ
る
ハ
ウ
ス
の
中
で
ぶ
ど
う
の
手
入
れ
を

す
る
浜
田
さ
ん

△

都
市
農
村
交
流
の
仕
掛
け
人
木
場
一
昭
さ
ん

（
奥
か
ら
２
人
目
）
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江
町
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
。

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
流
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
内
で
、
ブ
ド
ウ
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
の

は
、
浜
田
隆
介
さ
ん
。
30
代
に
し
て
観
光
農

園
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
な
ど
、
若
手
農

家
の
ホ
ー
プ
で
あ
る
。
学
校
を
出
て
か
ら
4

年
間
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
が
、
亡
き
父
の

植
え
た
ブ
ド
ウ
の
木
が
大
き
く
育
っ
た
の
を

見
て
、
こ
れ
を
息
子
で
あ
る
自
分
が
収
穫
し

な
く
て
ど
う
す
る
と
思
い
立
ち
、
ブ
ド
ウ
農

家
に
転
身
し
た
。
そ
の
後
幾
度
と
な
く
苦
労

を
重
ね
た
末
、
今
は
ブ
ド
ウ
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
観
光
農
園
、
マ
ン
ゴ
ー
の
直
販
で
、

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
浜
田
さ
ん
は
も
う
一
歩
先
を
目

指
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
。
自
分
だ
け
で
農

産
物
を
売
り
だ
そ
う
と
し
て
も
限
界
が
あ

る
。
錦
江
町
全
体
を
売
り
出
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
つ
い
先
月
、
浜
田
さ
ん

と
同
じ
く
脱
サ
ラ
し
た
同
年

代
の
有
志
3
人
で
、「
ハ
ー

ト
ふ
ぁ
ー
む
」
と
い
う
若
手

集
団
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
ず

は
手
始
め
と
し
て
、「
ま
る

ご
と
錦
江
町
」
と
名
付
け
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

kinkotow
n.net/

）
を
開

設
し
、
錦
江
町
の
日
々
の
話

題
を
発
信
し
て
い
る
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
町
内
産
品
の
通
信

販
売
を
手
が
け
て
い
こ
う
と

構
想
を
練
っ
て
い
る
。

役
場
も
浜
田
さ
ん
の
取
り
組
み
を
応
援
し

て
い
る
。
今
年
6
月
に
、
役
場
内
に
「
元
気

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」と
い
う
組
織
を
設
け
、ハ
ー

ト
ふ
ぁ
ー
む
な
ど
、
町
内
の
意
欲
的
な
生
産

者
グ
ル
ー
プ
と
提
携
し
な
が
ら
、
町
内
の
逸

品
を
全
国
に
売
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
発

起
人
で
事
務
局
長
を
務
め
る
壱
崎
浩
二
さ
ん

は
、
役
場
内
に
あ
え
て
新
た
に
組
織
を
設
け

た
意
図
と
し
て
「
行
政
の
『
公
平
』『
平
等
』

と
い
う
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
当
に

い
い
も
の
、
お
す
す
め
で
き
る
も
の
、
町
の

元
気
を
発
信
し
て
い
く
た
め
」
と
語
る
。

町
内
外
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
か
つ

旧
来
の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

発
想
で
、
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
錦
江
町
。
た
し
か
に
高
齢
化
率
は
高

い
が
、
ま
だ
ま
だ
住
民
の
心
は
若
く
、
意
欲

に
溢
れ
て
い
る
。
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△

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
流
れ
る
ハ
ウ
ス
の
中
で
ぶ
ど
う
の
手
入
れ
を

す
る
浜
田
さ
ん
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kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す

る
住
宅
の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財

産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同

組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始

し
た
。
そ
の
後
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車

の
保
有
も
増
加
、
こ
れ
に
比
例
し
自

動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の
自

動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職

員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を

併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ

く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
二
、
一
〇
四

人
（
一
・
二
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二
、

二
四
五
件
（
二
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
二
、
一
五
四
万
余
円
（
一
・
六
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
二
八
三
件
（
一
・
〇
％
）
の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
五
二
万
余
円
の
減
と

な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

三
、
一
九
五
台
（
一
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
九
、
七
八
七
万
余
円
（
一
・
七
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

一
方
、共
済
金
の
支
払
は
、火
災
共
済
事
業
で
前
年

度
比
一
六
一
件
（
五
八
・
五
％
）
の
増
と
な
っ
た
が
、

共
済
金
合
計
は
七
、
二
三
二
万
余
円
（
一
八
・
〇
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の

給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
五
件
（
一
〇
・
四
％
）

の
増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
は
三
、
七
三
一
万
余
円

（
四
六
・
九
％
）
の
減
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、災
害
見
舞

金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
よ
り
前
年
度
に
比
し
八
四
件
増
の
一
〇
〇
件
、
災

害
見
舞
金
に
し
て
七
、
九
三
〇
万
余
円
を
給
付
し
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

一
二
二
件
（
一
・
五
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
は
二
億
七
、
四
〇
九
万
余
円
（
一
三
・

五
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二

一
％
程
度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
二
三
％
程
度
、

自
動
車
共
済
が
一
五
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
二
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の

規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
二
年
度

表 1　貸借対照表
平成23年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

１ 流動資産 23,709,030
　　　　　 預金 7,411,597
　　　　　 有価証券 15,299,128
　　　　　 その他 998,303
２ 固定資産 2,114,774

合　　計 25,823,805

負
債
・
純
資
産

１ 共済契約準備金 12,704,829
　　　　　 支払備金 1,429,855
　　　　　 責任準備金 11,274,974
２ 流動負債 465,258

負 債 計 13,170,087
１ 出資金 1,712,146
２ 法定準備金 5,907,270
３ 地震等災害見舞金積立金 1,130,935
４ 当期未処分剰余金 3,903,365
（うち当期剰余金） （1,868,897）

純資産計 12,653,717
合　　計 25,823,805

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 3　平成22年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 3,903,365
２ 当期処分額 3,806,585
　　　 法定準備金（剰余金の 1 / 5 ） 373,781
　　　 事業の利用分量に応ずる割戻金 1,212,164
　　　 地震等災害見舞金積立金 2,220,640
３ 次年度繰越剰余金 96,779

表 2　損益計算書
平成22年４月１日から平成23年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

１ 共済掛金 7,237,866
２ 共済契約準備金戻入 6,079,072
　　　　　 支払備金戻入 1,527,743
　　　　　 責任準備金戻入 4,551,329
３ 資産運用収益 230,783
４ 雑収入 26,467

合　　計 13,574,190

支
出

１ 支払共済金 2,673,327
２ 見舞金等 81,497
３ 管理費及び諸経費 2,474,804
４ 共済契約準備金繰入 6,160,319
　　　　　 支払備金繰入 1,429,855
　　　　　 責任準備金繰入 4,730,464
５ 資産運用費用 7,682

合　　計 11,397,630
経常剰余金 2,176,559
法人税等 391,000
法人税等調整額 △ 83,338
当期剰余金 1,868,897
（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成22年度 175,573人 17,127,975口 1,712,797,540円
平成21年度 177,677　 17,246,860　 1,724,686,040　
比 較 増 減 △ 2,104　 △ 118,885　 △ 11,888,500　
増   減   率 △ 1.2％ △ 0.7％ △ 0.7％
平成20年度 192,769　 18,588,740　 1,858,874,020　
平成19年度 195,129　 18,784,416　 1,878,441,680　
（注）△印は減を示す。
　　 出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）
        651,540円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成22年度 97,482件 22,587,434口 1,356,888,980円
平成21年度 99,727　 22,934,524　 1,378,430,210　
比 較 増 減 △ 2,245　 △ 347,090　 △ 21,541,230　
増   減   率 △ 2.3％ △ 1.5％ △ 1.6％
平成20年度 102,097　 23,302,186　 1,399,427,430　
平成19年度 104,510　 23,626,516　 1,419,510,090　
（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成22年度 28,056件 6,322,773口 316,847,970円
平成21年度 28,339　 6,337,008　 317,368,610　
比 較 増 減 △ 283　 △ 14,235　 △ 520,640　
増   減   率 △ 1.0％ △ 0.2％ △ 0.2％
平成20年度 28,550　 6,330,867　 317,321,670　
平成19年度 28,728　 6,303,344　 315,935,670　
（注）△印は減を示す。
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表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 22年度 436件 292,199,898円 437件 29,219,648円 159件 8,644,436円 1件 80,340円 330,144,322円 24.3％
平成 21年度 275　 350,616,756　 275　 39,263,408　 119　 11,583,708　 4　 1,000,711　 402,464,583　 29.2　
比 較 増 減 161　 △ 58,416,858　 162　 △ 10,043,760　 40　 △ 2,939,272　 △ 3　 △ 920,371　 △ 72,320,261　 △ 4.9　
増   減   率 58.5％ △ 16.7％ 58.9％ △ 25.6％ 33.6％ △ 25.4％ △75.0％ △ 92.0％ △ 18.0％ －　
平成 20年度 573　 484,116,949　 573　 47,977,490　 249　 13,849,409　 4　 775,000　 546,718,848　 39.1　
平成 19年度 505　 386,695,931　 505　 38,042,374　 174　 8,168,607　 3　 1,007,500　 433,914,412　 30.6　

（注）△印は減を示す。

表10　見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平成 22年度 100件 79,307,000円 793,070円
平成 21年度 16　 1,378,000　 86,125　
比 較 増 減 84　 77,929,000　 706,945　
増   減   率 525.0％ 5655.2％ 820.8％
平成 20年度 57　 10,731,000　 188,263　
平成 19年度 221　 50,302,000　 227,611　

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 22年度 7,359件 1,418,440,017円 811件 882,427,992円 8,170件 2,300,868,009円 41.4％
平成 21年度 7,197　 1,393,641,029　 851　 633,128,188　 8,048　 2,026,769,217　 35.8　
比 較 増 減 162　 24,798,988　 △ 40　 249,299,804　 122　 274,098,792　 5.6　
増   減   率 2.3％ 1.8％ △ 4.7％ 39.4％ 1.5％ 13.5％ －　
平成 20年度 7,359　 1,419,582,809　 801　 602,441,943　 8,160　 2,022,024,752　 35.2　
平成 19年度 7,314　 1,457,292,860　 785　 1,085,223,395　 8,099　 2,542,516,255　 47.1　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

平成 22年度 48件 1,390,000円 8件 800,000円 56件 2,190,000円
平成 21年度 55　 1,650,000　 11　 1,100,000　 66　 2,750,000　
比 較 増 減 △ 7　 △ 260,000　 △ 3　 △ 300,000　 △ 10　 △ 560,000　
増   減   率 △ 12.7％ △ 15.8％ △ 27.3％ △ 27.3％ △ 15.2％ △ 20.4％
平成 20年度 53　 1,590,000　 7　 630,000　 60　 2,220,000　
平成 19年度 67　 2,010,000　 9　 900,000　 76　 2,910,000　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特 約 共 済 金 臨 時 費 用 共 済 金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 22年度 53件 35,804,341円 53件 5,370,673円 25件 1,139,916円 42,314,930円 13.4％
平成 21年度 48　 70,096,543　 48　 8,459,499　 25　 1,071,699　 79,627,741　 25.1　
比 較 増 減 5　 △ 34,292,202　 5　 △ 3,088,826　 0　 68,217　 △ 37,312,811　 △ 11.7　
増   減   率 10.4％ △ 48.9％ 10.4％ △ 36.5％ 0.0％ 6.4％ △ 46.9円 －　
平成 20年度 51　 27,720,432　 51　 4,158,084　 38　 896,160　 32,774,676　 10.3　
平成 19年度 65　 68,343,475　 65　 10,251,551　 31　 1,407,130　 80,002,156　 25.3　

（注）△印は減を示す。

表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 22 年 度 205,846台 5,564,129,790円
平 成 21 年 度 209,041　 5,662,001,500　
比  較  増  減 △ 3,195　 △ 97,871,710　
増    減    率 △ 1.5％ △ 1.7％
平 成 20 年 度 211,894　 5,751,511,310　
平 成 19 年 度 214,286　 5,401,115,700　

（注）△印は減を示す。
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随 想

苓
北
町
は
、
熊
本
県
西
部
、
天
草
下
島

の
西
北
部
に
位
置
し
、
西
は
外
海
の
天
草

灘
・
東
シ
ナ
海
に
面
し
、北
は
内
海
の
千
々

石
灘
を
隔
て
雲
仙
岳
が
望
め
る
風
光
明
媚

な
町
で
す
。
ま
た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
特
に
江
戸
時
代
の
2
7
0
年
間
、
天

草
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
富
岡
城
は
、
熊
本
城
・
人

吉
城
な
ど
と
と
も
に
熊
本
県
内
5
大
城
郭

に
数
え
ら
れ
る
近
世
城
で
あ
り
ま
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
あ
と
、
唐
津
の
城
主
・

寺
沢
広
高
が
1
6
0
2
年
に
築
城
。
1
6

3
7
年
の
天
草
・
島
原
の
乱
で
は
、
島
子

（
天
草
郡
有
明
町
）、
本
渡
の
戦
い
で
敗
走

し
た
唐
津
勢
が
城
に
立
て
こ
も
り
、
防
戦

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
キ
リ
シ
タ
ン
軍

は
島
原
の
原
城
へ
立
て
こ
も
り
ま
し
た
。

歴
史
を
語
る
と
き「
も
し
、そ
う
で
あ
っ

た
ら
」と
い
う
仮
説
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

天
草
・
島
原
の
乱
の
一
揆
勢
が
富
岡
城
を

占
領
し
て
富
岡
の
地
で
乱
が
長
期
化
し
て

い
た
ら
、
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。
富
岡
は
外
洋
に
面
し
て
お
り
、

中
世
以
来
、
数
多
く
の
外
国
船
が
出
入
り

し
、
宣
教
師
た
ち
も
上
陸
し
ま
し
た
。
外

国
に
開
い
た
富
岡
で
の
乱
の
長
期
化
は
、

対
外
的
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
国

内
政
治
の
乱
れ
を
感
じ
と
っ
た
列
強
諸
外

国
が
、
乱
に
乗
じ
て
日
本
に
攻
め
込
ん
だ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

天
草
・
島
原
の
乱
は
正
し
か
っ
た
、
富

岡
城
は
、
幕
府
の
圧
政
支
配
の
象
徴
で
あ

る
。
乱
の
鎮
圧
は
悪
で
あ
る
―
と
い
う
の

が
天
草
の
人
た
ち
の
定
評
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
歴
史
認
識
は
違
い
ま
す
。
一
揆

勢
が
も
し
富
岡
城
を
占
領
し
て
い
た
ら
、

も
し
戦
闘
が
か
な
り
の
長
期
戦
に
な
っ
て

い
た
ら
、
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
か
。
列
強
諸
外
国
が
、
攻
め
込
ん

で
来
た
結
果
、
東
南
ア
ジ
ア
同
様
に
植
民

地
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
皮

肉
な
こ
と
に
天
草
・
島
原
の
乱
以
後
、
徳

川
政
権
つ
ま
り
日
本
は
安
定
国
家
と
な

り
、
そ
の
中
で
日
本
人
の
質
素
・
倹
約
・

勤
勉
性
が
養
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

均
質
的
な
教
育
、
集
団
性
と
技
術
集
積
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
明
治
維
新
・
大
正
・
昭

和
と
引
き
継
が
れ
戦
後
の
繁
栄
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て

富
岡
城
は
、
日
本
の
歴
史
を
今
に
伝
え
た

城
、
安
定
政
権
を
生
ん
だ
城
と
し
て
意
義

深
い
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
を
担
っ
た
ふ
る
さ
と
の
誇
り
、

富
岡
城
。
今
、
文
化
財
は
保
存
と
活
用
の

時
代
、
復
元
を
機
に
地
域
お
こ
し
の
核
に

し
た
い
と
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
苓
北
町
は
、「
史
実
に
基
づ
く

富
岡
城
復
元
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
、

平
成
6
年
度
か
ら
富
岡
城
跡
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
整
備
に
伴
う
発

掘
調
査
も
14
年
を
費
や
し
、櫓
（
や
ぐ
ら
）

は
張
り
子
の
虎
（
と
ら
）、
つ
ま
り
大
き

く
見
せ
か
け
る
工
夫
を
施
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
復
元
の
カ
ギ

を
握
る
絵
図
（
国
会
図
書
館
蔵
）
が
、
果

た
し
て
遺
跡
・
遺
構
と
一
致
す
る
の
か
入

念
か
つ
慎
重
な
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
本

丸
の
石
垣
な
ど
驚
く
ほ
ど
正
確
な
位
置
に

残
っ
て
い
ま
す
。
基
本
理
念
ど
お
り
の
復

元
は
可
能
だ
と
、
確
信
し
た
次
第
で
す
。

観
光
が
前
面
に
出
て
く
る
と
、
ど
う
し
て

も
底
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
歴
史

的
に
意
義
の
あ
る
文
化
遺
産
を
忠
実
に
復

元
し
な
け
れ
ば
、
だ
れ
も
目
を
注
い
で
く

れ
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
富
岡

城
を
見
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
復
元

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
後
も
、
大
手

門
か
ら
二
の
丸
・
三
の
丸
の
復
元
に
取
り

組
ん
で
昔
の
縁
（
え
に
し
）
を
偲
び
な
が

ら
、
沢
山
の
人
々
に
古
き
良
き
時
代
へ
思

い
を
は
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
の
富
岡
城
の
復
元
で
、
町
民
の
皆
様
方

に
も
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
歴
史
の
面
影
を
し
の
び
な
が
ら
憩
い

の
場
、
都
市
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

田た 

嶋じ
ま

　
章

し
ょ
う 

二じ

史
実
に
忠
実
に
、

地
域
お
こ
し
の
核
・
富
岡
城

熊
本
県
苓れ

い

北ほ
く

町
長
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

シングル 119 室
平日料金 9,817円より

※1名利用の場合 9,326 円

※1名利用の場合 11,072 円

8,344円より

※1名利用の場合 8,778 円

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

TIME of RELAXING

金曜日料金

7,854円より
土・日・祝日料金

ダブル 12室
平日料金13,282 円 
〈2名利用〉

11,289円
金曜日料金

10,626円
土・日・祝日料金

ツイン17室
平日料金18,480円より 
〈2名利用〉

15,708円より
金曜日料金

14,784円より
土・日・祝日料金

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

SINGLE
ROOM

BLE
ROOM

会議室・宴会場

土・日・祝日は
リーズナブルに

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

全国町村会館へのアクセスガイド

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 5分
■タクシー東京駅から約 20 分

ご宿泊の予約が、全国町村会館のWEB からお申し込みいただけます。

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html
お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。
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